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1. 評価技術名称 

 コボット・ステンブレースシステム 

 

2. 評価取得日 

 平成 29年 10月 23日 

 

3. 評価取得者名、所在地、連絡先 

 株式会社国元商会 

 大阪市中央区高麗橋三丁目 1番 8号 

 TEL：06-6231-8188 / FAX：06-6231-8177 

 

4. 技術の概要 

 １．概要・特徴 

木造住宅を地震から護るために、合理的に強化・補完する効果的な金物がコボット・

ステンブレースシステムです。 

コボット・ステンブレースシステムは端部に取り付けるコボット本体は径 6mm×

長さ 85mm の専用コーチスクリューで強固に固定されてホゾ抜けを防止し、そこにブ

レースを張って耐震壁を構築することができます。 

コボット・ステンブレースシステムは一部だけを強固に固めるものとは違い、金物

と木とのバランスを良くし全体として建物を強化・補完する金物ですので理想的な補

強が出来ます。 

従来の木筋かいと違って、コボット・ステンブレースシステムなら、M10 ねじのブ

レースが通るだけの小さいスペースだけ既存の土壁を削って設置することも可能です。 

また、掃き出し窓等の開口部も塞ぐことなく壁補強が可能です。 

このように、コボット・ステンブレースシステムは戸建て住宅の耐震改修に最適の

金物でありますので、多くの方に知って頂き、ご利用して頂きたいと思います。 

 

 

 

 

 



5. 適用範囲  

  ＜適用建物＞ 

  ・木造軸組住宅・伝統的構法木造住宅 

・延べ面積が 500m2以内 

・3階建てまで、軒高 9ｍ以下、建物高さ 13ｍ以下の規模。 

＜軸組の寸法＞ 

・柱、土台の寸法：公称 105mm角以上 

・梁の寸法   ：105mm巾×105mm成以上 

・柱の間隔   ：910mm～1820mm 

・樹種     ：柱、土台 スギ ヒノキの製材 

                             

6. 耐震改修の方法 

 ○仕口部の接合補強金物に（コボット単体）：コボットの接合部本体を土台と柱、柱と

梁等の接合部分に専用のコーチスクリューで固定します。 

コボット１個当たりスギ土台で 8.2kN、ヒノキ土台で 10.6kN の許容強度を持ってい

ます。また、独特の丸型深絞り構造のコボット本体は、あらゆる方向から横ゆれやね

じれの力がかかっても、力を全体に分散し変形しながら力を吸収。柱に力を集中させ

ない特徴があります。コボット本体は一体プレス成形品であるため、どこにも溶接箇

所が無く、応力集中箇所ができないのも特徴の一つです。 

           

 

7. 壁の補強に（壁用ステンブレースシステム）： 

国土交通大臣認定取得 

壁長 910mm： 壁倍率 2.7倍（壁基準耐力：5.3kN/m） 

壁長 1820mm： 壁倍率 3.3倍（壁基準耐力：6.5kN/m） 

 コボット本体に、接続金具を介してコボットの中心にステンレス製ブレースを張 

ので、コボットとブレースに偏心がなく、建物とのバランスも非常に良くなります。 

 



         

8.  水平面(床、天井)の補強に：床、天井面には従来、火打ちの様に面の一部のみを補強

するか、面の補強をするならば構造用合板で天井面を塞いでしまうしか方法がありま

せんでしたが、吹き抜け部にコボット・ステンブレースを用いれば、開放感はそのま

まに面全体を補強することが出来ます 

          

 

9. コボット各部分の特徴 

    

 
 

土壁部分に

施工 



10. 耐震補強効果 

   耐震補強効果に関する試験結果は以下の通りです。 

  各種試験結果 

引抜強度(接合金物 1 個当たり) 壁基準耐力(ﾌﾞﾚｰｽたすき掛け) 床倍率試験(ﾌﾞﾚｰｽたすき掛け) 

8.2kN（スギ土台） 

10.6kN（ヒノキ土台） 

5.3kN/m（壁長 910mm） 

 6.5kN/m（壁長 1820mm） 

3.61倍（2730mm×2730mm）

実験値 

於：岐阜県立森林文化アカデミー 於：日本住宅・木材技術センター 於：岐阜県立森林文化アカデミー 

   

 

11.施工事例 

コボット・ステンブレースシステムを使用した耐震補強の実施例のうち一部を、以下

に示します。 

 

       

軸組に取り付けた状態の例            土壁を新設した例 

 

                  

開口部への

施工例 


